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　第１図（a）～（f）に 1985 年 11 月～ 1986 年４月の関東甲信越地方における震央分布図を示す。

（1）伊豆半島付近

　 　川奈崎付近で 1985 年 10 月 13 日頃から始った群発活動は南北方向に拡大した１）。活動の

中心は南北に分離し，12 月に中間の低活動域に群発活動が発生した。1986 年４月末までに

はこの活動域はさらに拡大し，南は伊豆大島南西沖から北は箱根，芦ノ湖付近にいたる南北

約 70 ㎞にわたる一連の活動となった。この活動の推移は次のようである。

　ⅰ　1985 年 10 ～ 12 月；10 月 13 ～ 17 日，川奈崎付近に群発地震が発生し直径約５㎞の範

囲に震央が集中した。10 月下旬～ 12 月，活動域は南北約 20 ㎞に拡大，その北縁は 35°Ｎ

をこえた。これに伴い活動の中心が北と南に２分した。北側（伊東沖）の活動の中心の主

な地震（Ｍ≧ 2.5）は，

　　　11 月２日 08 時 43 分，Ｍ 2.8，ｈ＝ 7 ㎞

　　　11 月９日 17 時 25 分，Ｍ 2.6，ｈ＝ 9 ㎞

　　　12 月２日 03 時 21 分，Ｍ 3.0，ｈ＝ 10 ㎞

　　　12 月２日 17 時 07 分，Ｍ 2.7，ｈ＝ 4 ㎞　である。

　　 　この北方への活動域の拡大に伴い 11 月５～６日に箱根，芦ノ湖付近で最大地震Ｍ 2.5（５

日，16 時 00 分）を含む群発活動が発生した。伊豆半島東方沖と箱根付近の地震が連動し

た例としては今回の他最近では 1982 年９月２），３）および 1984 年 11 月～ 1985 年１月４），５）

の活動がある。

　　 　一方，南方への活動域の拡大は 1985 年 10 月 22 日以後顕著となった。この南側の主な

地震（Ｍ≧ 2.5）は，

　　　12 月 25 日 07 時 02 分，Ｍ 2.5，ｈ＝ 12 ㎞　である。

　　 　活動の中心が南北に２分しその中間に位置する川奈崎の約５㎞で群発地震が発生し活動

の空白域をうめた。この活動に伴う主な地震（Ｍ≧ 2.5）は，
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　　　12 月 21 日  0 時 01 分，Ｍ 2.8，h ＝ 13 ㎞

　　　12 月 21 日  0 時 20 分，Ｍ 2.8，h ＝ 14 ㎞

　　　12 月 21 日 11 時 49 分，Ｍ 3.2，h ＝ 3 ㎞　である。

　ⅱ 　1986 年１～４月；1986 年１月以後は北側の活動は減衰し，南側の活動は活発化した。

南側の主な地震（Ｍ≧ 2.5）は，

　　　１月１日，　4 時 10 分，Ｍ 3.3，h ＝ 4 ㎞

　　　１月 9 日，12 時 09 分，Ｍ 2.5，h ＝ 12 ㎞　である。

　　 　南への活動域の拡大は伊豆大島の西側の海域を地震活動の空白域として残し１月 29

日，34° 41' Ｎより南におよび，伊豆大島南西沖の活動となった。その主な地震（Ｍ≧ 2.5）

は，

　　　１月 29 日， 5 時 14 分，Ｍ 4.1， h ＝５㎞

　　　２月 ２ 日，0 時 09 分，Ｍ 3.5， h ＝５㎞　である。

　　 　３月中，伊豆半島東方沖から伊豆大島近海にかけての活動の静穏化の後，４月１日８時

頃から３日にかけて伊豆大島北端からその沿岸海域で顕著な群発活動が発生した。この活

動は 1985 年 10 月以後から引き続いた一連の活動といえる。上記の活動の推移については 6）

「伊豆半島付近の地震活動（1985 年 11 月～ 1986 年４月），地震研究所」を参照されたい。

（2）伊豆諸島海域

　⒤　伊豆大島付近

　　 　第２図に伊豆大島火山観測所（ＯＶＯ）におけるＳ－Ｐ≦２sec の地震の日別回数を示

す。第３図，ａ）～ｄ）に伊豆大島周辺の震央分布を示す。第２図の下図には① 1985 年８月，

② 11 ～ 12 月および③ 1986 年４月にそれぞれピークがある。

　　　①は伊豆大島西岸，元町付近，1985 年８月 l7 ～ 20 日の群発活動１），

　　　②は伊豆大島西岸沖から沿岸にかけての群発活動（第３図－ａ））および

　　　③は伊豆大島北端からその沿岸海域での 1986 年４月１～３日の群発活動（第３図－ｃ）．

　　ｄ），第４図）にそれぞれ対応する。

　　 　なお，第３図－ｂ）に 1986 年１～３月に伊豆大島北端の活動がみられるが，これは第

３図－ｃ），ｄ）の活動に前駆した活動といえる。これらの伊豆大島付近の活動は（1）で

述べた伊豆半島東方沖の地震活動の南北方向への拡大と連動して発生した。

　ⅱ　新島付近

　　 　新島付近では 1985 年 11 月 22 日，23 日にそれぞれＭ 2.2，Ｍ 2.1 の地震が発生したほか

11 月 28 日１時 08 分および 09 分にそれぞれＭ 2.8，Ｍ 2.5 の地震が発生した。これらの活

動は 1985 年９月，10 月の新島北部沿岸沖の活動の続きと考えられる。この他，1986 年１月，
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　　３月，４月にも周辺海域でＭｌ～２クラスの地震が発生した。

　ⅲ　三宅島付近

　　 　三宅島西方約 20 ㎞の海域で 1985 年 11 月 14 日，５時 29 分，Ｍ 3.3，ｈ＝７㎞の地震（三

宅島，震度Ⅱ）が発生した。その後の期間はきわめて静穏であった。

（3）駿河湾付近

　　駿河湾中部で 1985 年 12 月に次の地震が発生した。

　　　1985 年 12 月 20 日　20 時 41 分，Ｍ 3.6，h ＝ 14 ㎞

　　　　　　12 月 27 日　 9 時 14 分，Ｍ 2.2，h ＝  7 ㎞

　　　　　　12 月 27 日　13 時 55 分，Ｍ 2.2，h ＝ 24 ㎞

　 　なお，静岡県西部では 1986 年２月１日， 0 時 05 分，Ｍ 4.0， h ＝ 21 ㎞の地震とそれに伴

う余震（Ｍ 2.9，Ｍ 2.6）が発生した。

（4）八丈島東方沖

　　八丈島東方沖ではやや顕著な活動がみられた。主な地震（Ｍ≧ 4.0）は，

　　　1985 年 11 月 11 日　18 時 43 分，Ｍ 4.9， h ＝ 52 ㎞

　　　　　　11 月 29 日　  2 時 42 分，Ｍ 4.2， h ＝ 46 ㎞

　　　　　　11 月 29 日　  7 時 24 分，Ｍ 4.5， h ＝ 35 ㎞

　　　1986 年  ３月 ９ 日　21 時 25 分，Ｍ 5.2， h ＝ 26 ㎞（三宅島，館山，震度Ⅰ）である。

（5）九十九里沿岸沖

　　1985 年 11 月 19 日～ 12 月８日に群発地震が発生した。主な地震（Ｍ≧ 3.5）は，

　　　1985 年 11 月 19 日　 8 時 34 分，Ｍ 3.7， h ＝ 60 ㎞

　　　　　　11 月 25 日　10 時 40 分，Ｍ 3.7， h ＝ 27 ㎞　である。

（6）銚子付近

　 　1985 年 11 月 11 日，12 日にＭ 2.8， Ｍ 3.0， 23 日にＭ 2.7， Ｍ 2.3 の地震につづいて，11 月

24 日，17 時 17 分，Ｍ 4.0， h ＝ 55 ㎞の地震が発生した。なお，銚子の西約 20 ㎞，千葉県

北東部，旭付近で 11 月 21 日，18 時 06 分，Ｍ 4.2， h ＝ 30 ㎞の地震が発生した。

（7）茨城県沖

　 　1986 年２月 12 日 11 時 59 分，Ｍ 6.0， h ＝ 34.7 ㎞の地震が茨城県沖で発生した。茨城県沖

のＭ≧ 6.0 の地震は沿岸寄りと海溝寄りのグループに分けられるが，今回の地震は 1960 年以

来最も沿岸寄りに発生した。第５図は２月 12 日，Ｍ 6.0 の地震の発生前後の茨城県沖の地震

活動を示す。余震分布は本震を西端とし長さ約 30 ㎞，巾約 10 ㎞の領域に含まれるものと，

本震の南方に分離した領域のものとがある。前者の活動は２月 12 日～ 16 日，後者は３月 10

日～４月上旬に活発であった。前震活動は不明である。本震のメカニズム解（第５図）はこ
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　 の地域の地震としては高角の逆断層である。第６図に日立観測点（ＨＩＴ）での時間別地震

発生回数を示す。

（8）茨城・千葉県境

　 　1985 年 10 月４日，茨城・千葉県境の地震（Ｍ 6.2）の余震活動がつづいている。Ｍ≧ 3.0

の余震は 11 月 23 ヶ，12 月 18 ヶ，1986 年１月 16 ヶであったが２月以後は減衰した。

（9）埼玉県東部

　 　1985 年 11 月６日３時～６時に群発活動が発生した。最大地震は６日５時 37 分，Ｍ 2.5， 

h ＝ 27 ㎞であった。

（10）福島県中部，南西部

　 　1985 年 12 月 16 日，６時 27 分，Ｍ 4.3， h ＝７㎞の地震が発生し 1986 年１月下旬にかけ

て活動が続いた。この活動は 1943 年８月 12 日，田島地震（Ｍ 6.2）の余震域の南縁に位置する。

今回の福島県中部の活動に先駆して約 35 ㎞西方の福島県南西部，桧枝岐付近で顕著な群発

活動が９月 17 日頃からはじまった。

　 　第７図は 1985 年 11 月～ 1986 年４月の福島県中部および南西部の震央分布である。福島

県南西部，桧枝岐付近では 1985 年９月～ 10 月に第８図に示す臨時観測を実施し，桧枝岐西

断層の東側で発生した群発活動の震央分布と地震発生回数の変化（時間別）がえられた。第

９図に桧枝岐観測点（ＨＮＥ）での波形記録例を示す。この波形記録には直達Ｓ波の 3.5 ～ 5.0

秒後に顕著な垂直反射波が認められる。この反射波は日光足尾７），山梨県北部８），御岳山南

東麓９），伊豆大島等においても観測されている地殻深部溶融体からの反射波と考えられる。

（11）長野北東部

　 　野沢温泉付近で 1986 年２月１日，７時 55 分，Ｍ 3.3， h ＝ 3.2 ㎞の地震が発生した。この

地震は長野，新潟県境から菱ケ岳付近にかけての群発活動域の南縁部に位置する（第 10 図・

Ａ）。長野市の北東約 15 ㎞の中野付近で 1985 年 12 月 26 日，10 時 03 分，Ｍ 3.1， h ＝ 11.4

㎞の地震が発生した（第 10 図・Ｂ）。この他，長野市若穂付近および四阿屋山付近で松代地

震の活動に関連する定常的な群発活動が発生している（第 10 図・Ｃ）。

（12）糸魚川－静岡構造線

　 　赤石山脈東縁部，白根山付近の活動がほぼ定常的にみられる（第 10 図・Ｄ）。長野県中部，

松本の北約 10 ㎞，四賀付近で 1985 年 11 月 17 日，07 時 08 分，Ｍ 2.3，1986 年１月 18 日， 5

時 30 分，Ｍ 3.3 を含む群発地震が断続的に発生した（第 10 図・Ｅ）。とくに１月５日～ 27 日

にかけて活発であった。大町付近で 1985 年 12 月 18 日頃から群発活動がはじまり，12 月 29 日，

1986 年２月 25 日～３月３日，３月 30 日～４月２日，４月 27 日～ 29 日と断続的に活動し全部

で 23 ケ発生した。これらの地震はＭ１クラスのものがほとんどで最大地震のＭが 2.0 であった
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　 （第 10 図・Ｆ）。白馬岳の北東約 10 ㎞，小谷付近では 1985 年 12 月 21 日，２時 24 分～ 45

分にＭ 3.2 を含む活動が発生した（第 10 図・Ｇ）。これら糸魚川－静岡構造線に沿う活動の

全体を通してみると 1985 年 12 月～ 1986 年１月で活発であったといえる。

（13）長野県西部，岐阜県東部

　 　長野県西部地震の余震活動が続いている。1985 年 11 月の地震数Ｎ＝ 14，（最大地震のＭ；

Mmax ＝ 3.3），12 月，Ｎ＝ 16，（Mmax ＝ 3.8），1986 年１月，Ｎ＝ 12，（Mmax ＝ 2.6）２月，

Ｎ＝ 17，（Mmax ＝ 2.8），３月，Ｎ＝ 20，（Mmax ＝ 3.7），４月，Ｎ＝ 14．（Mmax ＝ 3.1）

であった。

　 　岐阜県東部，高根ダム付近から東の岐阜，長野県境にかけて 1985 年 11 月，１月，３月に

顕著な活動が発生した。主な地震は３月７日，３時 26 分，Ｍ 4.9，h ＝ 1.4 ㎞，（高田，震度Ⅲ，

飯田，震度Ⅱ）および４月 29 日０時９分，Ｍ 4.0，h ＝ 2.3 ㎞（高田，震度Ⅲ）であった（第

10 図・Ｈ）。

　 　乗鞍岳北方，平湯温泉付近で 1985 年 11 月 11 日，Ｍ 3.9，h ＝１㎞の地震が発生した（第

10 図・Ⅰ）。これらの活動は長野県西部地震の余震域の近傍にあり，飛騨山地にそう活動で

もある。第 11 図に長野県西部，岐阜県東部を中心とした地震活動の推移を示す。

（14）日本海東縁地域

　 　佐渡島北西部，相川の北方約 10 ㎞で 1986 年１月４日～ 17 日にＭ 1.5 ～Ｍ 2.4 の地震が発

生した（第 10 図・Ｊ）。佐渡島南西，小木沖で 1986 年１月８日～ 20 日にＭ 1.8 ～Ｍ 2.0 の

地震が発生した（第 10 図・Ｋ）。佐渡島南西沖で 1986 年４月 17 日～ 24 日，Ｍ 3.4 を最大

地震として６ケの地震が発生した（第 10 図・Ｌ）。新潟県柏崎沖で１月９日，14 時 24 分，

Ｍ 3.3，h ＝ 14 ㎞，能生沖で４月 26 日，23 時 51 分，Ｍ 3.2，h ＝ 25 ㎞の地震が発生した（第

10 図・Ｍ）。粟島南方沖で４月４日，６日にＭ 3.4，Ｍ 2.3 の地震が発生した（第 10 図・Ｎ）。

２月～４月には弥彦から柏崎の沖にかけては沿岸部にそってＭ１～２クラスの地震が多発し

た（第 10 図・Ｏ）。
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第１図（a）～（f）　関東甲信越における震央分布（1985 年 11 月～ 1986 年４月の各月についてのもの）
Fig. 1（a）-（f）　 Epicentral distribution in the Kanto-Koshinetsu district for the period from November, 

1985 to April, 1986.

―74―



第１図　つづき
Fig. 1　（Continued）
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第１図　つづき
Fig. 1　（Continued）
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第２図　 伊豆大島火山観測所（ＯＶＯ）における局地地震（ts-p ≦２sec）の日
別画数（下図）とＭ≧２の地震についてのＭ－Ｔプロット（上図）。（伊
豆大島火山観測所による）。

Fig. 2　 Daily number of local earthquakes（ts-p ≦２sec）at OVO（lower figure）and corresponding M-T 
plots for earthquakes of M ≧ 2 （upper figure）.

第３図　伊豆大島付近の地震活動
　　　　 ａ）1985 年 10 月～ 12 月，ｂ）1986 年１月～３月，ｃ）1986 年４月１日

８時０分～ 13 時 30 分，ｄ）1986 年４月１日 13 時 30 分～６日５時０分，
ａ），ｂ）の図は伊豆大島火山観測所による。メカニズム解は下半球投影。

Fig. 3　 Seismic activities near Izu-oshima island 
a）October － December, 1985, b）January － March, 1986, c）8h 0m － 13h 30m, April, 1, 1986,
d）13h 30m, April 1, － 5h 0m, April 6, 1986. 
Fault plane solutions are for lower hemisphere projection.
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第３図　つづき

Fig. 3　（Continued）

Fig. 4　 Hourly number of local earthquakes （ts-p ≤
1sec）at SNK station, Izu-oshima island.

第４図　 伊豆大島，新開観測点（Ｓ
ＮＫ）における局地地震

（ts-p ≤ １sec）の時間別
回数
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Fig. 5　Seismic activities off Ibaraki Prefecture.
a）January 1 － February 11, 1986, 
b）February 12 － March 31, 1986, 
c）April 1 － 30, 1986. 
Fault plane solution for the off Ibaraki earthquake, February 12, 1986 （M6.0） is given for lower 
hemisphere  projection. Aftershock area of the earthquake is encircled by a dashed line.

第５図　1986 年２月 12 日，茨城沖地震（Ｍ 6.0）とその発生前後の地震活動
　　　　ａ）1986 年１月１日～２月 11 日，ｂ）1986 年２月 12 日～３月 31 日，
　　　　 ｃ）1986 年４月１日～４月 30 日，メカニズム解は下半球投影。破線で

囲んだ領域は２月 12 日，茨城沖地震の余震域。
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Fig. 7　 Seismic activities in the central and southwestern part of Fukushima Prefecture （November 1, 
1985 － April 30, 1986）. 
Fault plane solutions are for lower hemisphere projection. Aftershock area of the earthquake, 
August 12, 1943 （M6.2）, near Tajima, Fukushima Prefecture is encircled by a dashed line.

第６図　 茨城県，日立観測点（ＨＩ
Ｔ）における茨城沖地震

　　　　 （２月 12 日，1986，Ｍ 6.0）
の余震回数。

Fig. 6　 Hourly number of aftershocks of the 
off Ibaraki earthquake （February 12, 
1986, M6.0）recorded at HIT station, 
Ibaraki Prefecture.

第７図　 福島県中部，南西部の地震活動（1985 年 11 月１日～ 1986 年４月 30 日）。
メカニズム解は下半球投影。破線で囲んだ領域は 1943 年８月 12 日，福島
県田島付近の地震（Ｍ 6.2）の余震域。
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Fig. 9　 Seismic records at HNE station, southwestern part of Fukushima Prefecture. Strong reflections S
× S are observed following P arrivals by 5 － 6 seconds.

第８図　 福島県南西部，桧枝岐付近での臨時観測（1985 年９月～ 11 月）に
よる震央分布（左）と桧枝岐観測点（ＨＮＥ）での日別地震回数（右）

Fig. 8　 Epicentral distribution by a temporal observation（September － November, 1985）near 
Hinoemata, southwestern part of Fukushima Prefecture （left） and hourly number of 
earthquakes at HNE station（right）.

第９図　 福島県南西部，桧枝岐観測点（ＨＮＥ）における反射波Ｓ × Ｓの記
録例。初動Ｐ波より５～６秒おくれて記録される。
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第 10 図　 甲信越および日本海東縁地域の震央分布（1985 年 11 月～ 1986 年
４月）。実線で囲んだ領域Ａ，～，O はそれぞれ活動域を示す。

Fig. 10　 Epicentral distribution in the Koshinetsu district （November, 1985 － April, 1986）with 
specification of seismic active areas A, － ,O.
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Fig. 11　 Seismic activities in the vicinity of the Hida region. 
a）August 1 － October 31, 1985,　　　　　 c）February 1 － April 30, 1986. 
b）November 1, 1985 － January, 31, 1986, 　Fault plane solutions are for lower hemisphere projection.

第 11 図　 飛騨山地付近の地震活動　ａ）1985 年８月１日～ 10 月 31 日，ｂ）1985 年 11 月１
日～１月 31 日，ｃ）1986 年２月１日～４月 30 日。メカニズム解は下半球投影
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